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写真２　第 94 次調査区遠景（南から）

　宮城県多賀城跡調査研究所では、昭和44年以来、特別史跡多賀城跡の発掘調査を計画的に実施し、遺跡の

実態解明に向けた研究を進めています。令和２年度は、多賀城市が多賀城創建1300年記念の一環として多目

的広場の整備を予定している多賀城政庁北側の政庁地区北方を対象に、第94次調査を実施しました（写真１、

第１図）。 

　政庁地区北方の調査は、 これまで政庁の北側隣接地を中心に４次にわたって行われています（ 第２図 ）。 

その結果、政庁第Ⅲ期 (780～869年) 以降に掘立柱建物や竪穴建物などの遺構が確認されるようになること、 

政庁第Ⅳ期 (869年～11世紀前半)には、政庁と一体的に機能した大型の掘立柱建物群 「政庁北方建物」 が認

められるなど、 政庁地区北方は政庁と密接な関係を持つ地区であることが判明しています。 そこで、  今回の調

査では、これまでに調査が行われた地点よりもさらに北側の範囲を対象に、遺構の分布や構成等の把握を目的

としています。

　調査地点はＡ区とＢ区の２ヶ所で、 政庁正殿から

北に約90~110ｍの位置にあります(写真２、第２図)。

Ａ区は政庁北側の東から西に入る深い沢に面した丘

陵上に、Ｂ区は丘陵から沢に向かう南斜面に立地し

ています。Ａ区では丘陵尾根部分に「Ｅ」字形の調査

区を、Ｂ区ではトレンチによる調査区を設定しました。

　

　

所  在  地：多賀城市市川字大畑地内
調査指導：多賀城跡調査研究委員会
　　　　　（委員長　佐藤　信）
調査主体：宮城県教育委員会
　　　　　（教育長　伊東昭代）
調査担当：宮城県多賀城跡調査研究所
　　　　　（所長　高橋栄一）
調査協力：多賀城市教育委員会
調  査  員：高橋栄一・白崎恵介・
　　　　　村上裕次・初鹿野博之・
　　　　　高橋　透・下山貴生
調査期間：令和２年５月21日～
　　　　　　　　　11月13日
調査面積：約570㎡

ほっぽうせいちょう

ほっぽうたてもの

ほったてばしらたてもの

せいちょう

政庁

大畑地区
六月坂地区

第94次調査区
↓ ↓

多賀城跡　第94次調査

調査要項

１　はじめに　

調査区

写真１　多賀城跡と調査区の位置（南西から）

２　調査成果
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第１図　第94次調査区の位置
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第２図　第94次調査区周辺の調査の状況

0 50m

(S=1/1,000)
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第19次

政庁を囲む築地塀
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政庁北方建物

政庁

　Ａ区で発見した遺構には古代とそれより新しいものがあります。古代の遺構は、 掘立柱建物、柱列、竪穴建物、

土坑、溝、柱穴で（第２・３図、写真３）、出土遺物は、白磁、 緑釉陶器、 灰釉陶器、 土器、 瓦、 鉄製品、 鉄滓です。

古代より新しい遺構は、井戸、土坑、溝、自然流路で、出土遺物は、土器、瓦、近世以降の陶磁器です。

　Ｂ区で発見した遺構は、竪穴建物、柱穴、溝、整地層で （写真７・８）、 出土遺物は、白磁、土器、瓦、硯、土製品

等です。

　今回の調査の主な成果としては、次の２点があります。

りょくゆう とう   きはく　じ

はしられつ

ちゅうけつど   こう かいゆう  とう  き てっさい

りゅうろ

７－多賀城跡③
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　Ａ区で掘立柱建物を２棟発見しました（第３図）。 どちらも一部の確認ですが、東西・南北ともに１間以上と推定

されます。

　掘立柱建物１では４個の柱穴を確認しました。 柱穴は一辺1.2～1.6ｍの長方形で、柱痕跡は直径25㎝程です。

柱と柱の距離（柱間）が約３ｍあります。建物の西辺は、政庁西辺の築地塀の北側延長線上に位置します(第２図)。

　掘立柱建物２では２個の柱穴を確認しました。柱穴は新旧２時期あり、建物は一度建て替えられています。柱穴

は新旧ともに一辺1.0ｍ前後の長方形です。 柱は抜き取られていましたが、推定される柱の位置で測ると柱間は約

３ｍあります。

　掘立柱建物１と２は柱穴や柱間の規模から大型の建物であると推定されます。 また、 建物の方向や柱間、柱穴

の埋土の特徴が類似しており、同時期あるいは同一の建物の可能性があります。

　Ａ-2区南部の土坑１(東西18.0ｍ、南北5.0ｍ以上、深さ0.7ｍ)と、Ａ-2区南東隅の土坑２(東西4.6ｍ以上、南北

4.7ｍ以上、深さ0.2ｍ)、Ｂ区の堆積層から、11世紀後半の白磁や土器が出土しました (第３図、写真４・５)。 白磁

は中国から輸入した高級食器で、 器種は碗と皿です。  小破片ではありますが、 出土例が少なく貴重です。 土器は、

口径８㎝、高さ２㎝程の小型の皿です。

①　政庁の北側で掘立柱建物を発見しました

　「政庁北方建物」よりさらに北西側に、大型の建物の分布が広がることが分かりました。 今回見つかった建物も政

庁に近い位置にあることから、政庁と何らかの関係を持った施設である可能性があります。

②　11世紀後半の白磁と土器が出土しました

　白磁は中国産の高級品で貴重な出土例です。多賀城はこれまでの調査で11世紀前半まで機能していたことが判

明していますが、それ以降の状況についてはよく分かっていません。 そのため、出土した白磁と土器は、この時期の

多賀城の姿を明らかにする際の手掛かりになると考えられます。

 

政庁第Ⅰ期：創建（724年頃）～大改修（８世紀中頃）　　 　　政庁第Ⅱ期：大改修（８世紀中頃）～火事（780年）　

政庁第Ⅲ期：火事の復旧・整備（780年）～地震（869年）　　　政庁第Ⅳ期：地震の復興（869年）～11世紀前半

多賀城の変遷

とう けん

はしらま

まい  ど

わん

　　　　　たいせきそう

１

２ ３

４ ５

６ ７
１~４：白磁碗
５：白磁皿
６・７：土器小皿

写真４　白磁と土器（縮尺任意） 写真５　土坑１断面（西から）

白磁と土器が出土した層

成果２　11世紀後半の白磁と土器が出土

３　まとめ

成果１　掘立柱建物を発見

７－多賀城跡⑤
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写真６　第94次調査区

　　　　　近景（南から）

写真７　Ｂ-1区全景

　　　　　　　（上が北）

写真８　Ｂ-2区全景

　　　　　　　（上が北）
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溝
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Ａ-1区
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１．調査要項

所在地：多賀城市市川字伊保石 55番、浮島字西沢 60番 1の一部

調査原因：宅地造成

調査期間：令和元年 6月 13日～令和 2年 2月 26日

調査面積：2,600㎡

調査主体：多賀城市教育委員会

調査担当：多賀城市埋蔵文化財調査センター

２．遺跡の概要と調査区の位置（第 1図、第 2図）

　西沢遺跡は標高約 6～ 46 ｍの低丘陵上に位置

し、範囲は南北450ｍ、東西 700ｍに広がります。

遺跡の立地する低丘陵は東に向かって張り出して

おり、北から南へ低くなる緩斜面に大小の沢が入

り組んだ地形となっています。また、多賀城跡の

東側に隣接しています。これまでの調査では古代

から中世にかけての集落跡が見つかっており、特

徴的なものとして西沢遺跡第３次調査において古

代の鍛冶工房跡を確認しています。

　西沢遺跡第 37 次調査は、平成 31 年度に実施

した宅地造成に伴う発掘調査です。多賀城東門

跡から約 300m東側の斜面上に位置しています。

標高は北側で約 45 ｍ、南側で約 42 ｍです。今

回の調査では古代の竪穴建物跡や掘立柱建物跡をはじめ、土壙や溝跡を発見しました（第 3図）。複数の竪穴建物跡

の床面からは焼土面を検出しています。

　遺物は、土師器や須恵器の他に灰釉陶器や緑釉陶器、竈型土器、鉄製品や鉄滓が出土しています。

西沢遺跡第 37次調査
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３．調査成果

○竪穴建物跡

　調査区全体で 21軒の竪穴建物跡を確認しました。特徴的な竪穴建物跡を取り上げます。

・. 竪穴建物跡１（第４図）

　調査区中央西側に位置しています。４時期（Ａ～Ｄ期）の変遷を確認しました（第５図）。平面規模は最も古いＡ

期が最も小さく南北約 4.3m、東西約 4.5mです。それ以降はＢ期が南西方向へ、Ｃ期が南北方向へそれぞれ拡大し、

Ｄ期ではさらに西方向へ拡大しています。Ｄ期の埋土からは９世紀後半の土器が出土しています。

　いずれの時期でもカマドは確認していませんが、４時期目のＤ期の床面のほぼ中央で火を使ったことによる焼土面

の広がりを検出しています。そのほか、建物東辺中央付近から各時期の南西角部に伸びる溝跡を１条確認しています。

これは竪穴建物に伴う排水用の溝と考えられ、南西角部から延びる外部排水溝に接続しています。ここから建物外へ

水を流したと考えられます。

　なお、Ｃ～Ｄ期に伴う周溝や建物内の排水溝からは暗渠として敷設された有段丸瓦が出土しています。

・竪穴建物跡２（第 6図）

　竪穴建物跡１の東側に隣接しています。出土した土器か

ら９世紀前半の遺構と考えられます。平面規模は南北約

4.2m、東西約 3.9m です。燃焼部に土器片の外面を上向

きにして敷き詰めたカマドを確認しました。カマドは東壁

から外側へ張り出しています。カマドが外側へ張り出す竪

穴建物跡は高崎古墳群第７次調査や多賀城跡大畑地区の

調査で検出しています。

　また床面のほぼ中央に南北約 72cm、東西約 90cmの焼

土面を確認し、カマドから南西角部に伸びる排水溝とそれ

に接続すると思われる外部排水溝を検出しています。

・竪穴建物跡３～６

　調査区南側に位置しており、４軒の竪穴建物跡が重なっ

て出土しています。９世紀後半の遺構である竪穴建物跡 4

が最も新しく、それから 3→ 5→ 6の順番で古くなりま

す（第７図）。

　竪穴建物跡５（第８図）においても床面のほぼ中央に焼

土面と、南西角部から延びる外部排水溝を確認していま

す。カマドは他の建物と同様に東側にあり、燃焼部から土

器が出土しています。平面規模は南北約6.3m、東西約5.3m

です。特徴的な出土遺物として鉄製紡錘車があります。

Ａ期Ａ期

Ｂ期Ｂ期

Ｃ期Ｃ期

Ｄ期Ｄ期

カマドカマド

焼土面焼土面
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・竪穴建物跡７（第９図）

　調査区北西に位置しています。出土した土器から9世紀前半から中頃の遺構と考えられます。規模は南北約3.7m、

東西約 3.5mです。東辺に敷設されているカマドの堆積土内からは須恵器の横瓶の破片が纏まって出土しました（第

10図）。古代の竪穴建物跡に横瓶が伴う事例は、本調査区東側に隣接する西沢遺跡第９次調査や、多賀城跡大畑地区

の調査で確認されており、いずれも今回の調査と同様の時期となります。

○掘立柱建物跡

　調査区全体で 18棟の掘立柱建物跡を確認しました。これらは柱穴の大きさや形などから、柱穴が方形あるいは楕

円形で径が 60～ 80cmのグループと（第 11図、第 12図）、楕円形あるいは円形で直径が直径 20～ 40cmのグルー

プ ( 第 13 図）に分けられます。前者については調査区南半分に比較的集中しています。最も規模の大きい掘立柱建

物跡１は桁行 4間で、梁行２間です。最も大きな柱穴は方形で長辺約 84cmで、柱はすべて抜き取られていました。

残された柱の痕跡の直径は 18～ 20cmで、柱間は 1.8mです。竪穴建物跡と重複関係を持つものもあり、掘立柱建

物跡２は竪穴建物跡 5より新しく構築されていました。柱穴より出土した土器から掘立柱建物跡２は９世紀中頃以

降と考えられます。

竪穴建物跡3竪穴建物跡3

竪穴建物跡4竪穴建物跡4

竪穴建物跡5竪穴建物跡5 竪穴建物跡6竪穴建物跡6 焼土面焼土面

カマドカマド

復元した横瓶復元した横瓶復元した横瓶復元した横瓶復元した横瓶
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　後者については調査区北半分に比較的多く分布しています。柱穴から遺物は出土しておらず、時期は不明です。

○土壙

　直径 1.5 ～ 3mの楕円形で、調査区南西端に集中しています。調査区中央付近で確認した土壙１（第 14図）は方

形に近く、土師器や須恵器、瓦が礫と混じって集中して出土しました。

４．まとめ

　今回の調査では、南北にそれぞれ集中する２種類の掘立柱建物群を発見したほか、竪穴建物跡群を確認しました。

出土遺物の年代から９世紀頃を中心とする集落跡と考えられ、遺構に時期差が見られることから、集落には何時期か

の変遷があります。各遺構の変遷の詳細については今後検討していきます。

　多賀城跡南側では平安時代に方格地割が施行され、その区画内の建物は多くが掘立柱建物で占められていることが

分かっています。一方、丘陵部に位置する西沢遺跡では、方格地割成立以降も引き続き竪穴建物が使われていること

が分かっています。今回の成果においても多くの竪穴建物の使用が見られ、方格地割外に暮らしていた人々の営みの

状況を一部確認しました。

多賀城市教育委員会　2010「高崎古墳群第７次調査」『高崎古墳群ほか』pp.3 ～ 26　多賀城市埋蔵文化財調査報告書第 104 集

多賀城市教育委員会　2016『多賀城市の遺跡１―西沢遺跡第２次調査の概報―』多賀城市埋蔵文化財調査報告書第 134 集

多賀城市教育委員会　2001「西沢遺跡第９次調査」『西沢遺跡ほか』多賀城市埋蔵文化財調査報告書第 62集

多賀城市教育委員会　2013「西沢遺跡第 25次調査」『桜井館跡ほか』pp.46 ～ 79 多賀城市埋蔵文化財調査報告書第 115 集

宮城県多賀城跡調査研究所　1991『宮城県多賀城跡研究所年報　1990』宮城県教育委員会・宮城県多賀城跡調査研究所
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所在地：

調査原因：
調査期間：

調査面積：
調査主体：
調査協力：
調査担当：

彦右エ門橋窯跡 ～古代生産遺跡の発掘調査成果～

ひ こ　　う　　　え　　も ん　　ば し　かま　あと

１．調査要項

２．彦右エ門橋窯跡の立地と大衡窯跡群

1

23

4

5
6

7

8
9

10

11

12

１ 彦右エ門橋窯跡　２ 吹付窯跡　　３ 吹付 B窯跡　　　
４ 横前窯跡　５萱刈場窯跡　６  萱刈場 B窯跡　７ 萱刈場
C窯跡８ 待井沢窯跡　９ 待井沢 B窯跡 10 河原遺跡　11 
針遺跡 12 日の出山窯跡群

図２　大衡窯跡群と調査地点

調査地点

　

図１　彦右エ門橋窯跡の立地と調査区

昭和 63年度

吹付 B
窯跡

吹付窯跡

彦右エ門橋窯跡

平成７年度調査区
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SX40

SI29

カクラン

カクラン

SI22 外延溝

３．発見した遺構と遺物

N

図３　彦右エ門橋窯跡平面図

熱を受けた地面
たまった炭

煙突

煙道

焚口
カマドの芯材として
土師器の などが使われたものも
あります。

カマドの頂部に開けられた穴に
土師器 をすっぽりかけて調理します。

カマド模式図（まほろんの復元カマドを参考に作図）

土師器焼成遺構の想定図
（窯跡研究会 1997『古代の土師器生産と焼成遺構』を改変）

袖
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　SI22 竪穴建物跡

焼け面

図４　SI22 竪穴建物跡（南から）
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図５　カマド１（南から） 図６　カマド 2（南から）

図７　カマド３（北から） 図８　カマド３（西から）

煙道

袖・天井
の崩れ 須恵器坏蓋

支脚
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図９　SI23 竪穴建物跡（西から）

図 11　SX37 土師器焼成遺構（東から） 図 12　SX34 土師器焼成遺構（東から）

図 10　SI24 粘土塊出土状況（東から）
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図 13　彦右エ門橋窯跡遠景（南東から）

図 14　彦右エ門橋窯跡俯瞰写真（下が西　右が南）
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SI22
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SI29SX34 
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柴田町 入間野平城館跡 発掘調査概要
柴田町教育委員会

遺跡名：入間野平城館跡（いりまのひらじろたてあと）（遺跡番号08091）　

調査場所：柴田町槻木下町一丁目136番1

対象面積：960㎡　

確認調査面積：新築建物敷地部分230㎡

現地調査：令和2年5月18日（月）～同年６月19日（金）

調査主体：柴田町教育委員会

調査担当職員：畠山未津留、岡山卓矢

1．入間野平城館跡について

　今回の調査地はJR槻木駅より北東500ｍに位置しています（第1図参照）。柴田町槻木下町一丁

目地内（槻木保育所の北側よりショッピングセンターマルコの南側にかけて）の一帯はかつて「館

ノ内（たてのうち）」と呼ばれていました。この地名が示す通り、周辺一帯は中世（鎌倉～室町時代）

の大規模な城館（じょうかん）跡であったと考えられています。昭和22年撮影の航空写真にも、城

跡の堀の形に水田が写っており、その規模は、東西約250ｍ×南北約250ｍの方形であると推定さ

れます。堀や土塁（どるい）等の一部は近年まで残存していましたが、開発とともにその多くも失わ

れています。発掘調査の事例が少ないため、現在でも遺跡の時代や規模、性格などよくわかっていま

せん。

２．発見遺構

　今回の調査では、城内を区画するための溝、建物の柱跡、井戸跡等を発見しました。

【区画溝】城内の敷地を区画する溝（堀）と考えられます。最も古い溝は南北方向に幅1.5～ 1.7ｍ、

深さ80㎝で作られており、中世（鎌倉～室町時代）の水 の破片と推定される陶器（「中世陶器（ちゅ

うせいとうき）」）や中国で作られた天目茶碗（てんもくぢゃわん）、臼（うす）、かわらけ、東海地方

で焼かれた灰釉陶器等が出土しました。

【掘立柱建物跡】柱材をそのまま地中に埋めて建てる掘立柱建物（ほったてばしらたてもの）の柱跡

が120基見つかりました。城内の建物が何度も立て直されたと考えられます。

【井戸跡】少なくとも6基の井戸跡が見つかりました。大きさはいずれも幅２ｍ前後、深さ1～1.5

ｍの規模です。中からは曲物（まげもの）や中世陶器、儀式で使用する素焼きの小皿「かわらけ」、

燈明皿などが出土しました。

３．まとめ
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　出土遺物を見ると入間野平城館が機能していた時代は、13世紀代と考えられます。出土遺物は少

ないものの、その中には中国産の天目茶碗が含まれていることから、城内にはこれらの茶器を用いて

茶を嗜む教養と経済力を併せ持つ人々が居住していたと推定されます。他にも儀式や饗応で一度しか

使用されない素焼きの小皿「かわらけ」も出土していることから、城内では儀式が執り行われていた

と考えられます。

　発見した遺構の中でも特徴的なものに、区画溝（堀）があります。東西方向の溝で幅5ｍ前後、

深さ1.2ｍ以上もある大規模なものですが、小規模だった古い溝を埋め、その南側に位置をずらして

作り直されたことがわかりました。このことから、ある時代に区画溝北側の敷地を拡張し、さらに大

規模に改修したことがわかります。発見されたこれらの区画溝は、いずれも調査区外へ伸びています。

周辺には中世の武家屋敷の区画が広がっていると考えられます。

　今回の調査区から出土した遺物は13世紀の鎌倉時代のものと考えられ、それ以降の新しい遺物が

含まれていません。このことから、この城が鎌倉時代以降には使われなくなっていた可能性がありま

す。江戸時代末期に地域の情報をまとめた「風土記御用書出（ふどきごようかきだし）」の城の項目にも、

この入間野平城館跡についての記述がありません。この平城が古い城館であるために、江戸時代には

すでに城跡として意識されていなかった可能性があります。

奥州街
道

第 1図　昭和 22 年撮影（国土地理院：USA-R241-No.1）

JR槻木駅

奥州
街道

調査地
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Ⅲ-Ｄ区
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遺跡範囲

事業範囲
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Ⅰ-C 区
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Ⅲ-Ｄ区

Ⅲ-Ｅ区

SX1

SX7

Ⅲ-F区

遺跡範囲

事業範囲

石森城跡

中沢館跡

中沢遺跡

小寺遺跡

羽黒下遺跡

観音館跡

給分浜貝塚

小渕遺跡

300m

鳴瀬川

名取川

阿武隈川

北
上
川

山形県

秋田県

福島県

栗駒山

荒雄山

船形山

蔵王山
白石市

仙台市

大崎市

岩手県

栗原市

石森城跡

★

縄文時代
SX1：遺物包含層（縄文時代前期）
SX7：遺物包含層（縄文時代前期）

中世・近世
SF2：石塁（近世～近代）
SF5：石塁（近世）
SD6：溝跡（近世以前）
SD9：土塁（近世）
SX10：整地層（近世）
SX11：整地層（近世）
SF12：石垣（近世）

図 1　遺跡の位置 図２　周辺の遺跡

図３　遺構配置図（縄文時代）

図４　遺構配置図（中世・近世）

13－石森城跡③
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写真 1　調査区遠景（南東から） 写真２　調査区全景（上から）

写真３　SX1 遺物包含層（西から） 写真４　SD６溝跡（北から）

写真５　SF9 土塁調査風景 写真６　SF9 土塁遺物出土状況

写真７　SF12 石垣（西から） 写真８　SX11 整地層（北西から）
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－ 68 －



14－北目城跡①
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14－北目城跡②
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14－北目城跡③
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14－北目城跡④
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14－北目城跡⑤
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14－北目城跡⑥
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15－仙台城跡①
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15－仙台城跡②
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15－仙台城跡③
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15－仙台城跡④
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15－仙台城跡⑤
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15－仙台城跡⑥

－ 80 －



16－令和2年度の震災復興事業に伴う埋蔵文化財調査について①
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16－令和2年度の震災復興事業に伴う埋蔵文化財調査について②
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16－令和2年度の震災復興事業に伴う埋蔵文化財調査について③
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16－令和2年度の震災復興事業に伴う埋蔵文化財調査について④
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考古学で使われる用語のいろいろ①
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考古学で使われる用語のいろいろ②
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